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佳

宏

 
 
 
［
 
は
じ
め
に

 
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
古
代
日
本
語
の
疑
問
表
現
に
つ
い
て
、
『
源
氏
物
語
』

『
今
昔
物
語
集
』
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
を
資
料
と
し
て
考
察
し
て
き
た
。
疑

問
表
現
を
「
要
説
明
」
と
「
要
判
定
」
の
二
種
に
大
別
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

い
く
つ
か
の
形
式
に
分
類
し
て
、
各
々
の
形
式
の
性
格
、
そ
し
て
そ
の
史
的
変

遷
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

 
た
だ
し
、
位
相
論
的
見
地
か
ら
み
る
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
覚
一
本
 
平

家
物
語
』
は
、
『
源
氏
物
語
』
と
は
作
品
の
性
格
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
、
院
政
期
の
資
料
と
し
て
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
を
取
り
上
げ
、
『
今
昔
物

語
集
』
に
お
け
る
疑
問
表
現
の
用
例
と
の
比
較
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
寄
稿

で
は
、
中
世
の
女
流
日
記
文
学
『
と
は
ず
が
た
り
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
要
説

明
疑
問
表
現
に
つ
い
て
、
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
の
場
合
と
の
比
較
を
試
み

注
m

た
。

 
そ
の
結
果
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
に
は
、

①
文
中
用
法
の
助
詞
「
カ
」
を
使
用
す
る
形
式
で
、
反
語
表
現
の
場
合
に
、
「
カ
」

 
の
係
る
述
語
文
節
で
文
の
完
結
し
な
い
用
例
が
存
在
す
る
。

②
「
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。
」
に
近
似
す
る
性
格
の
表
現
と
し
て
「
疑
問
詞
1

 
ヤ
ラ
ム
。
し
の
形
式
が
多
用
さ
れ
る
。

③
要
説
明
疑
問
表
現
に
お
け
る
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
「
疑
問
詞
ー
ゾ
。
」

 
の
形
式
が
主
用
さ
れ
る
。

な
ど
、
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
の
場
合
と
か
な
り
共
通
の
要
素
が
み
ら
れ
る

一
方
で
、

④
文
中
用
法
の
助
詞
「
カ
」
を
使
用
す
る
形
式
に
お
け
る
反
語
表
現
の
場
合
、

 
文
末
語
と
し
て
「
ベ
シ
」
よ
り
「
ム
」
が
多
い
。

⑤
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
で
は
全
く
用
例
の
存
在
し
な
か
っ
た
「
疑
問
詞
1

 
ー
ニ
カ
。
」
の
形
式
が
多
用
さ
れ
る
。

⑥
「
疑
問
詞
ー
ゾ
。
」
の
形
式
の
場
合
に
、
心
中
思
惟
に
お
い
て
、
言
語
主

 
体
の
強
い
感
情
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
用
例
も
目
立
つ
。

な
ど
、
む
し
ろ
中
古
の
『
源
氏
物
語
』
の
方
に
近
い
性
格
も
存
在
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
と
共
通
の
要
素
は
、
中
世
的
な
語
法
の
反
映
、

ま
た
『
源
氏
物
語
』
の
方
に
近
い
要
素
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
性
格
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。

 
本
稿
で
は
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
に
つ
い
て
、
や
は
り
、
．

主
と
し
て
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
の
場
合
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
考
察
し
て
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判
定
疑
問
表
現
の
場
合
1



み
た
い
。
（
テ
キ
ス
ト
は
「
完
訳
日
本
の
古
典
 
と
は
ず
が
た
り
」
（
小
学
館
）
。

本
文
引
用
の
際
は
、
句
読
点
な
ど
私
意
に
よ
り
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

心
中
思
惟
の
部
分
に
は
〈
 
〉
を
付
し
た
。
な
お
、
「
と
は
ず
が
た
り
総
索
引
」

（
笠
間
書
院
）
も
参
照
し
た
。
）

 
な
お
、
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
に
は
、
『
源
氏
物
語
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
②

の
場
合
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

①
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
の
場
合
、
い
く
つ
か
の
類
型
的
な
表

 
現
が
目
立
つ
。

②
「
 
 
 
ニ
ヤ
。
」
の
形
式
と
な
ら
ん
で
、
中
世
に
な
っ
て
新
た
に
生
ま
れ

 
た
「
 
 
 
ヤ
ラ
ム
。
」
の
形
式
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
が
地
の
文

 
に
お
け
る
用
例
が
圧
倒
的
多
数
で
、
特
に
挿
入
句
的
用
法
が
目
立
つ
の
に
対

 
し
、
後
者
は
会
話
文
に
お
い
て
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
と
し
て
使

 
用
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。

③
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
全
体
に
用
例
数
が
少
な
く
、
依

 
頼
・
反
語
な
ど
用
法
も
か
な
り
限
定
さ
れ
て
お
り
、
純
粋
な
「
問
い
」
の
表

 
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

④
文
末
用
法
の
「
カ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す

 
る
形
式
の
用
例
数
の
約
五
倍
と
な
り
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
と
は
完
全
に

 
逆
転
し
、
身
分
の
上
位
者
へ
対
す
る
使
用
例
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
会
話
文
に

 
お
け
る
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
の
用
法
が
圧
倒
的
に
増
加
し
、
「
問
い
」

 
の
表
現
形
式
と
し
て
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
に
代
わ
っ
て
、

 
一
般
化
し
て
い
る
。

 
 
 
二
 
要
判
定
疑
問
表
現
の
諸
形
式

 
表
1
は
、
当
作
品
の
要
判
定
疑
問
表
現
を
次
の
諸
形
式
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ

れ
用
例
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
和
歌
に
お
け
る
用
例
・
底
本
に
見

ら
れ
る
注
記
に
お
け
る
用
例
は
除
外
し
た
。

【表1】

61 a

45 b

3 C

172 d

2 e

1 f

9 9
1 h

28 j

6 k

1 1

1 m
16 P

3 X

計349

 
A
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
に
関
わ
る
形
式

の
 
 
 
ヤ
 
 
。

 
 
「
ヤ
」
が
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
連
用
形
「
二
」
に
下
接
し
て
「
ニ
ヤ
」

 
の
形
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
別
の
形
式
と
し
て
除
外
す
る
。

旬
 
 
 
ヤ
。

 
 
a
形
式
の
「
ヤ
」
以
下
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
。
同
様
に
「
ニ
ヤ
」

 
の
形
の
も
の
は
別
形
式
と
し
て
除
外
す
る
。
な
お
、
「
ヤ
」
で
終
止
し
て
い

 
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
こ
れ
や
限
り
。
」
（
巻
一
）
の
よ
う
に
名
詞
止
め
の

 
形
が
2
例
み
ら
れ
る
が
、
便
宜
的
に
文
末
の
省
略
と
し
て
扱
い
、
こ
の
形
式

 
に
含
め
る
。

の
 
 
 
ニ
ヤ
 
 
。

 
a
形
式
か
ら
除
外
し
た
「
ニ
ヤ
」
の
形
と
な
る
も
の
。

の
 
 
 
ニ
ヤ
。

 
b
形
式
か
ら
除
外
し
た
「
ニ
ヤ
」
の
形
と
な
る
も
の
。

の
 
 
 
ヤ
ハ
 
 
。

 
a
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。
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D
 
 
 
ヤ
ハ
。

 
b
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」

 
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

 
B
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
に
関
わ
る
形
式

幻
 
 
 
ヤ
。

h
 
 
 
 
ヤ
ハ
。

 
9
形
式
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」

 
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

 
C
文
末
用
法
の
「
カ
」
に
関
わ
る
形
式

D
 
 
 
カ
。

k
 
 
 
カ
バ
。

 
一
形
式
の
「
カ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」

 
の
下
接
し
て
い
る
も
の
。

 
D
そ
の
他
の
形
式

D
 
 
 
カ
 
 
 
。

 
の
形
式
の
「
ヤ
」
の
代
わ
り
に
、
文

 
中
用
法
の
助
詞
「
カ
」
の
使
用
さ
れ
て

 
い
る
も
の
。

朗
 
 
 
ニ
カ
。

 
ω
形
式
の
「
ヤ
」
の
代
わ
り
に
、
文

 
中
用
法
の
助
詞
「
カ
」
の
使
用
さ
れ
て
2
1

 
い
る
も
の
。
 
 
 
 
 
 
 
 
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【

切
 
 
 
ヤ
ラ
ム
。

 
文
末
に
複
合
辞
「
ヤ
ラ
ム
」
が
使
用
さ

a b C d 9 j P 総計

源
氏

 469
i34．8％）

 186
i13．8％）

 138
i10．2％）

 303
i22．5％）

 178
i13．2％）

 74
i5．5％）

 0

i0％）

1，348

i100％）

平
家

 227

i44．6％）

 30
i5．9％）

 4
i0．8％）

 41
i8．1％）

 32
i6．3％）

 148
i29．1％）

 27
i5．3％）

509
i100％）

と
は
ず

 61
i17．5％）

 45
i12．9％）

 3
i0．9％）

 172
i49．3％）

 9
i2．6％）

 28
i8．0％）

 16
i4．6％）

349
i100％）

『
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は
ず
が
た
り
』
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疑
問
表
現
（
下
）
一
三
判
定
疑
問
表
現
の
場
合
1

 
れ
て
い
る
も
の
。

x
存
疑
例

 
表
2
は
、
こ
の
う
ち
、
a
・
b
・
c
・
d
・
9
・
一
・
P
の
7
形
式
に
つ

い
て
、
『
源
氏
物
語
』
お
よ
び
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
の
場
合
と
比
較
す
る

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
三
 
「
 
 
 
ヤ
 
 
 
。
」
の
形
式

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表
3
は
、
当
作
品
に
み
ら
れ
る
a
形
式

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
6
1
例
に
つ
い
て
、
用
法
別
に
文
末
の
形
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
下
中
の
「
②
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
、
文
末
に
推
量
の
助
動
詞
や
終
助
詞
の
含

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
れ
て
い
な
い
場
合
を
示
す
。
ま
た
、
「
疑
い
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
問
い
」
と
い
う
用
語
の
概
念
に
つ
い
て
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会
話
文
に
お
い
て
、
対
話
相
手
に
対
し
て
解

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
答
を
要
求
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
み
ら
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
の
を
「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
、
そ
れ
以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外
は
す
べ
て
「
疑
い
」
の
表
現
と
考
え
る
。

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
た
が
っ
て
、
会
話
文
で
用
い
ち
れ
て
い
て

ヨ

表
も
、
相
手
に
積
極
的
に
解
答
を
求
め
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
は
思
わ
れ
な
い
場
合
は
「
問
い
」
の
表
現

と
は
考
え
な
い
し
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
は
、
自
問
自
答
的
色
彩
の
強
く

感
じ
ら
れ
る
場
合
も
含
め
て
、
す
べ
て
「
疑
い
」
の
表
現
で
あ
る
と
考
え
る
。

 
当
作
品
の
場
合
、
こ
の
形
式
は
、
「
疑
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
用
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

ム玄Z；奮・ 計

疑い

竄｢
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ω
（
院
）
「
あ
な
悲
し
や
。
人
や
あ
る
。
人
や
あ
る
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ど
も
、
き

 
と
参
る
人
も
な
し
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

の
用
例
の
み
で
あ
り
、
反
語
表
現
と
考
え
ら
れ
る
用
例
も
5
例
の
み
だ
が
、
そ

の
う
ち
1
例
は
、

ω
聖
衆
の
来
迎
よ
り
ほ
か
は
、
君
の
御
幸
に
過
ぎ
た
る
や
あ
る
べ
き
に
、
い
と

 
か
す
か
に
見
送
り
た
て
ま
つ
る
ば
か
り
に
て
、
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
一
）

の
よ
う
に
、
係
助
詞
「
ヤ
」
の
係
る
述
語
文
節
で
文
の
完
結
し
な
い
形
で
あ
る
。

他
の
4
壷
中
3
例
は
、
文
末
「
ゆ
」
の
形
で
、

㈹
言
ふ
に
や
及
ぶ
、
「
か
か
る
こ
と
や
は
」
と
も
言
ふ
べ
き
こ
と
は
。
（
巻
こ

ω
そ
の
御
悩
な
れ
ば
、
申
す
に
や
及
ぶ
、
…
…
、
藤
門
執
柄
の
流
れ
よ
り
も
出

 
で
た
ま
ひ
き
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

の
よ
う
に
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
が
2
例
、

㈲
ま
た
、
〈
小
野
小
町
も
、
…
…
、
我
ば
か
り
物
思
ふ
と
や
書
き
置
き
し
〉
な

 
ど
思
ひ
つ
づ
け
て
も
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
が
1
例
で
あ
る
。
残
る
1
例
は
、
文
末

語
「
ム
」
の
形
で
、

㈲
御
意
膳
を
勤
む
る
に
も
、
〈
心
の
中
を
人
や
知
ら
む
〉
と
、
い
と
を
か
し
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。

 
「
疑
い
」
の
表
現
の
場
合
、
文
末
語
「
ム
」
の
形
が
最
も
多
い
が
、
2
2
例
中

15
痰
ﾍ
、

ω
（
父
）
「
…
…
」
な
ど
、
い
つ
よ
り
も
こ
ま
や
か
に
言
は
る
る
も
、
〈
こ
れ
や

 
教
へ
の
限
り
な
ら
む
〉
と
悲
し
き
に
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
一
'
）

㈹
人
の
物
言
ひ
も
恐
ろ
し
け
れ
ば
、
〈
亡
き
御
陰
の
あ
と
ま
で
も
、
よ
し
な
き

 
名
に
や
止
め
た
ま
は
む
〉
と
思
へ
ば
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
三
）

の
よ
う
に
、
」
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
は
、

㈲
「
正
月
の
儀
式
に
て
、
台
盤
所
に
並
べ
据
ゑ
ら
れ
た
ら
む
も
、
余
り
に
珍
し

 
か
ら
ず
や
は
べ
ら
む
。
…
…
」
な
ど
、
公
卿
た
ち
面
々
に
申
さ
る
る
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
が
自
己
の
主
張
を
柔
ら
げ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
文

末
語
「
ラ
ム
」
の
場
合
も
、
7
例
中
6
例
ま
で
が
、

㈲
天
下
諒
闇
に
て
、
音
奏
・
警
鐸
止
ま
り
な
ど
し
ぬ
れ
ば
、
〈
花
も
こ
の
山
の

 
は
墨
染
に
や
咲
く
ら
む
〉
と
そ
お
ぼ
ゆ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
が
、
文
末
語
「
ケ
ム
」
の
場
合

は
、
9
例
中
7
例
ま
で
が
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
、

0⊃

ﾆ
か
く
泣
き
さ
ま
た
れ
居
た
れ
ど
も
、
酔
ひ
心
地
や
た
だ
な
ら
ざ
り
け
む
、

「
つ
ひ
に
明
け
ゆ
く
ほ
ど
に
帰
し
た
ま
ひ
ぬ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ
）

の
よ
う
に
、
挿
入
句
的
用
法
が
目
立
つ
。
ま
た
、
文
末
「
の
」
の
形
も
全
1
0
例

存
在
す
る
が
、

囮
朝
恩
を
も
か
ぶ
り
て
、
あ
ま
た
の
年
月
を
経
し
か
ば
、
〈
一
門
の
光
と
も
な

 
り
も
や
す
る
〉
と
、
心
の
内
の
あ
ら
ま
し
も
な
ど
か
思
ひ
よ
ら
ざ
る
べ
き
な

 
れ
ど
も
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

の
よ
う
に
、
「
ヤ
」
に
助
詞
「
モ
」
の
上
接
し
た
h
モ
ヤ
し
の
形
が
3
例
み
ら
れ
、

03
苺
ﾈ
心
地
な
ど
申
せ
ば
、
人
知
れ
ず
、
〈
今
や
落
ち
さ
せ
お
は
し
ま
し
ぬ
と

 
う
け
た
ま
は
る
〉
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
五
）

の
よ
う
に
、
「
今
や
」
の
形
で
、
言
語
主
体
が
さ
し
迫
っ
た
事
態
と
認
識
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
用
例
も
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』

に
も
存
在
し
た
形
で
あ
る
。
ま
た
、
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ω
（
作
者
）
〈
返
し
遣
は
し
ゃ
す
る
〉
な
ど
思
ふ
ほ
ど
に
、
（
飯
沼
左
衛
門
尉
ハ
）

 
ま
た
立
ち
帰
り
、
旅
の
衣
な
ど
賜
は
せ
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

0
3
〈
こ
こ
よ
り
や
、
止
ま
る
止
ま
る
〉
と
思
へ
ど
も
、
立
ち
帰
る
べ
き
心
地
も

 
せ
ね
ば
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
五
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
意
志
を
表
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
に
も
、
助
動

詞
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い
例
が
目
立
つ
。

 
な
お
、
ゆ
形
式
の
係
助
詞
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
係
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
た
、

e
形
式
の
場
合
、
全
2
例
と
用
例
数
が
極
端
に
少
な
く
、
い
ず
れ
も
反
語
表

現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
四
 
「
 
 
 
ニ
ヤ
。
」
の
形
式

 
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
文
中
用
法
の
助
詞
「
ヤ
」
を
用
い
る
要
判
定

疑
問
表
現
の
う
ち
、
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
連
用
形
「
二
」
に
「
ヤ
」
が

下
接
し
、
「
ニ
ヤ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
、
¢
・
ω
形
式
が
多
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
形
は
、
築
島
濁
汚
が
「
訓
点
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
や
う
で
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
古
和
文
に
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
た
。
ま
た
、
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
の
場
合
、
要
説
明
疑
問
表
現
に
お

い
て
、
こ
の
形
式
と
対
応
す
る
「
ニ
カ
」
の
形
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
の
に

対
し
、
「
ニ
ヤ
」
の
形
を
用
い
る
。
・
d
形
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
4
例
・
4
1
例
と

か
な
り
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
使
用
率
は
『
源
氏
物
語
』
と
比
較
す
る

と
は
る
か
に
低
か
っ
た
。

 
当
作
品
の
場
合
、
C
形
式
は
、
3
例
の
み
で
、

㈲
夜
も
す
が
ら
泣
き
明
か
し
け
る
袖
の
涙
も
、
髪
は
、
洩
り
に
や
あ
ら
む
、
ま

 
た
涙
に
や
、
洗
ひ
た
る
さ
ま
な
り
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

『
と
は
ず
が
た
り
』
の
疑
問
表
現
（
下
）
 
一
三
判
定
疑
問
表
現
の
場
合
一

㈲
ま
し
て
、
上
下
男
た
ち
の
興
に
入
り
し
さ
ま
は
、
こ
と
わ
り
に
や
は
べ
ら
む
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
地
の
文
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
㈲
の
用
例
は
、
読
者

に
対
す
る
敬
語
表
現
を
含
む
形
で
あ
る
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ニ
ヤ
」
の
形
で
文
の
終
止
し
て
い
る
ω
形
式
は
全
魏
例

と
圧
倒
的
多
数
使
用
さ
れ
て
お
り
、
当
作
品
に
お
け
る
要
判
定
疑
問
表
現
全
体

の
約
半
数
が
こ
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
三
分
の
二
近
く
の
鵬
例

ま
で
は
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
、
特
に
、

⑯
八
月
に
や
、
東
二
条
院
の
御
産
、
角
の
御
所
に
て
な
る
べ
き
に
て
あ
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ

09
繻
獅
ﾌ
八
日
よ
り
に
や
、
延
命
供
始
め
ら
れ
て
、
七
日
過
ぎ
ぬ
る
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

⑳
弥
生
の
初
め
つ
方
に
や
、
常
よ
り
も
御
人
少
な
に
て
、
夜
の
供
御
な
ど
い
ふ

 
こ
と
も
な
く
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
毛
）

⑳
十
月
の
末
に
や
、
都
に
ち
と
立
ち
帰
り
た
る
も
な
か
な
か
む
つ
か
し
け
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

㈱
十
六
日
の
昼
つ
方
に
や
、
「
は
や
御
事
切
れ
た
ま
ひ
ぬ
」
と
言
ふ
。
（
巻
五
）

の
よ
う
に
、
全
巻
を
通
じ
て
、
全
3
6
例
と
、
日
次
が
こ
の
形
式
で
一
貫
し
て
示

さ
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
日
次
以
外
で
も
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
は
、

㈱
御
験
者
、
証
空
が
命
に
代
は
り
け
る
本
尊
に
や
、
絵
像
の
不
動
、
御
前
に
掛

 
け
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ

図
と
に
か
く
に
言
ひ
な
し
て
、
つ
ひ
に
見
参
に
入
ら
ぬ
に
、
暮
れ
ゆ
く
年
に
驚

 
き
て
に
や
、
文
あ
り
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

㈱
玄
輝
門
院
、
三
位
殿
と
申
す
御
こ
ろ
の
こ
と
に
や
、
「
…
…
」
と
申
せ
ば
、
「
…
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…
し
と
て
あ
り
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
三
）

㊧
夜
の
雲
収
ま
り
尽
き
ぬ
れ
ば
、
月
の
行
く
方
な
き
に
や
、
空
澄
み
昇
り
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
隠
密
）

伽
西
園
寺
へ
ま
か
り
て
、
「
…
…
」
と
案
内
す
れ
ば
、
墨
染
の
挟
を
嫌
ふ
に
や
、

 
き
と
申
し
入
る
る
人
も
な
し
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
五
）

の
よ
う
に
、
挿
入
句
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
目
立
ち
、
地
の
文
に
お
け
る

用
例
鵬
例
中
9
8
例
ま
で
が
挿
入
句
的
用
法
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

地
の
文
に
お
け
る
、
こ
の
d
形
式
の
多
用
が
、
当
作
品
の
一
種
の
文
体
的
特

徴
を
作
り
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
ま
た
、
こ
の
d
形
式
の
う
ち
4
3
例
は
、

囲
〈
…
…
〉
な
ど
案
ぜ
ら
る
る
は
、
〈
な
ほ
心
の
あ
り
け
る
に
や
V
と
あ
さ
ま
し
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ

㈲
〈
…
…
〉
と
思
ふ
に
ぞ
、
〈
道
の
ほ
だ
し
は
こ
れ
に
や
〉
と
思
ひ
つ
づ
け
ら
れ

 
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
三
）

⑳
棟
門
の
ゆ
ゑ
ゆ
ゑ
し
き
が
見
ゆ
れ
ば
、
〈
堂
な
ど
に
や
〉
と
思
ひ
て
立
ち
入

 
り
た
る
に
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
で
、
言
伍
叩
王
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
と

し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
も
全
2
0
例
申
1
3
例
は
、

⑳
湯
な
ど
だ
に
見
入
れ
は
べ
ら
ざ
り
し
か
ば
、
（
人
々
）
「
別
の
病
に
や
」
な
ど

 
申
し
合
ひ
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ

働
漫
々
た
る
海
の
上
に
漕
ぎ
出
で
た
ら
む
心
地
し
て
、
（
新
院
）
「
二
千
里
の
外

 
に
来
に
け
る
に
や
」
な
ど
仰
せ
あ
り
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
三
）

の
よ
う
に
、
「
疑
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
の

7
例
は
、

㈱
（
院
）
「
…
…
。
な
ど
か
ま
た
、
お
の
お
の
見
継
が
ざ
り
つ
る
ぞ
。
一
同
せ
ら

 
れ
け
る
に
や
」
と
、
面
々
に
恨
み
仰
せ
ら
る
る
ほ
ど
に
、
 
 
 
（
巻
軸
）

図
隆
良
、
「
文
」
と
て
持
ち
て
来
た
り
。
（
作
者
）
「
所
違
へ
に
や
」
と
言
へ
ど
も
、

 
し
ひ
て
賜
は
す
れ
ば
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
三
）

㈲
御
そ
ば
近
く
参
り
た
る
を
、
（
遊
義
門
院
ハ
）
あ
や
し
げ
に
御
覧
ぜ
ら
れ
し

 
か
ば
、
（
作
者
）
「
い
ま
だ
御
幼
く
は
べ
り
し
昔
は
、
馴
れ
つ
か
う
ま
つ
り
し

 
に
、
御
覧
じ
忘
れ
に
け
る
に
や
」
と
申
し
出
で
し
か
ば
、
 
 
 
（
巻
五
）

の
よ
う
に
、
対
話
相
手
に
対
す
る
「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
も
の
か
、

少
な
く
と
も
、
言
語
主
体
が
対
話
相
手
に
対
し
て
、
自
己
の
「
疑
い
」
を
持
ち

か
け
る
意
図
の
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
手
紙
文
に
お
け

る
用
例
も
4
例
み
ら
れ
る
が
、
挿
入
性
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
1
例
を
除
い
て
、

岡
開
け
て
み
れ
ば
、
「
二
見
の
浦
の
月
に
馴
れ
て
、
雲
居
の
面
影
は
忘
れ
果
て

 
に
け
る
に
や
。
思
ひ
よ
ら
ざ
り
し
御
物
語
も
今
一
度
」
な
ど
、
こ
ま
や
か
に

 
御
気
色
あ
る
よ
し
申
し
た
り
し
を
見
し
心
の
内
、
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

の
よ
う
に
、
「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

 
な
お
、
こ
の
d
形
式
の
用
例
の
中
に
は
、

㈱
（
父
）
「
…
…
。
御
返
事
は
ま
た
申
さ
じ
に
や
」
と
て
、
来
る
音
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ

の
よ
う
に
、
本
来
、
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
に
接
続
し
な
い
は
ず
の
、
打
消

意
志
の
助
動
詞
「
ジ
」
に
「
ニ
ヤ
」
が
下
接
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
の

事
実
は
、
「
ニ
ヤ
」
が
む
し
ろ
独
立
し
た
ひ
と
つ
の
形
式
と
意
識
さ
れ
、
独
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
㈹

の
…
機
能
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、

圏
よ
う
つ
見
後
ま
る
る
は
、
う
れ
し
と
も
言
ふ
べ
き
に
や
な
れ
ど
も
、
露
消
え
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果
て
た
ま
ひ
し
御
事
の
後
は
、
人
の
答
・
身
の
誤
り
も
心
憂
く
、
 
（
巻
こ

の
よ
う
に
、
中
世
期
に
多
用
さ
れ
る
接
続
助
詞
的
複
合
辞
「
ナ
レ
ド
モ
」
が
、

「
ニ
ヤ
」
に
直
接
し
て
い
る
用
例
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
本
来
「
ニ
ヤ
」

以
下
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
薄
れ
、
「
ニ
ヤ
」
で
完
結
し
た
形
式

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
当
作
品
に
は
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
の
省
略
さ
れ
て
い
な
い
¢
形
式
の
用
例
数

が
極
端
に
少
な
い
こ
と
も
、
「
ニ
ヤ
」
に
お
け
る
完
結
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

 
 
 
五
 
「
 
 
 
ヤ
ラ
ム
。
」
の
形
式

 
前
述
の
よ
う
に
、
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
に
お
い
て
は
、
要
説
明
疑
問
表

現
の
場
合
、
『
源
氏
物
語
』
で
多
用
さ
れ
て
い
た
、
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」

の
連
用
形
「
二
」
に
係
助
詞
「
カ
」
の
下
接
し
た
「
ニ
カ
」
の
形
式
は
全
く
用

例
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
近
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
性
格
の
表
現
と

し
て
「
ニ
ヤ
ア
ラ
ム
」
の
形
か
ら
変
化
し
た
と
言
わ
れ
、
中
世
期
に
多
用
さ
れ

る
「
ヤ
ラ
ム
」
の
形
を
使
用
し
た
「
疑
問
詞
ー
ヤ
ラ
ム
。
」
の
形
式
が
全

58

痰
ﾆ
多
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
要
判
定
疑
問
表
現
の
場
合
に
は
、
要
説
明

疑
問
表
現
に
お
け
る
「
ニ
カ
」
の
形
に
対
応
す
る
「
ニ
ヤ
」
を
使
用
し
た
形
式

が
全
4
5
例
み
ら
れ
た
が
、
「
 
 
 
ヤ
ラ
ム
。
」
の
形
式
も
全
2
7
例
使
用
さ
れ

て
い
た
。

 
ま
た
、
当
作
品
に
お
け
る
要
説
明
疑
問
表
現
の
場
合
、
「
ニ
カ
」
を
使
用
す

る
形
式
全
3
9
例
に
対
し
、
「
疑
問
詞
ー
ヤ
ラ
ム
。
」
の
形
式
は
全
2
5
例
使
用

さ
れ
て
い
た
が
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
「
何
と
や
ら
む
」

「
な
ど
や
ら
む
」
と
い
う
類
型
的
な
表
現
が
目
立
っ
て
い
た
。

『
と
は
ず
が
た
り
』
の
疑
問
表
現
（
下
）
 
1
要
判
定
疑
問
表
現
の
場
合
1

 
こ
れ
に
対
し
て
、
要
判
定
疑
問
表
現
に
お
い
て
、
こ
の
「
ヤ
ラ
ム
」
を
使
用

す
る
P
形
式
は
全
1
6
例
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
1
2
例
ま
で
は
、

働
台
盤
所
ざ
ま
も
人
々
心
こ
と
に
、
衣
の
色
を
も
尽
く
し
は
べ
る
や
ら
む
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
一
）

㈹
御
願
文
、
草
茂
範
、
清
書
関
白
殿
と
聞
こ
え
し
ゃ
ら
む
。
 
 
 
 
（
巻
三
）

㈹
丹
後
の
二
郎
判
官
と
い
ひ
し
ゃ
ら
む
、
奉
行
し
て
た
て
ま
つ
る
と
こ
ろ
へ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

幽
す
で
に
御
格
子
参
る
ほ
ど
に
な
り
て
、
御
三
の
入
ら
せ
た
ま
ひ
し
や
ら
む
、

 
御
簾
の
透
り
よ
り
や
は
ら
た
た
ず
み
寄
り
て
、
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
五
）

の
よ
う
に
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
、
⑳
・
囮
の
よ
う
に
、
挿
入
句
的
用
法

も
4
由
み
ら
れ
る
。
会
話
文
に
お
け
る
用
例
3
例
は
、

㈲
新
院
、
「
黙
黙
隠
女
の
歌
は
な
ど
見
え
さ
ぶ
ら
は
ぬ
ぞ
」
と
申
さ
れ
け
る
に
、

 
（
大
宮
院
）
「
労
り
な
ど
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
や
ら
む
、
す
ん
し
う
て
」
と
御
返
事

 
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
三
）

の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
「
疑
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る

が
、
1
例
み
ら
れ
る
手
紙
文
に
お
け
る
用
例
は
、

㈹
御
返
事
に
は
、
「
…
…
。
言
ふ
か
ひ
な
き
北
面
の
下
之
風
情
の
者
な
ど
に
一

 
つ
な
る
ふ
る
ま
ひ
な
ど
ば
七
候
ふ
な
ど
い
ふ
こ
と
の
候
ふ
や
ら
む
。
さ
や
う

 
に
も
候
は
ば
、
こ
ま
か
に
う
け
た
ま
は
り
候
ひ
て
、
計
ら
ひ
沙
汰
し
候
ふ
べ

 
く
候
ふ
。
…
…
」
と
ば
か
り
御
返
事
に
申
さ
る
。
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ

の
よ
う
に
、
敬
語
表
現
と
共
に
用
い
ら
れ
、
重
曹
的
な
「
問
い
」
の
表
現
と
み

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
は
存
在
し
な

い
。
な
お
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
の
中
に
、

㈲
（
院
）
「
ま
さ
し
く
我
を
打
ち
た
る
は
、
中
院
大
納
言
が
女
、
四
条
大
納
言
隆
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親
が
孫
、
善
勝
寺
の
大
納
言
隆
顕
の
卿
が
姪
と
申
す
や
ら
む
、
ま
た
随
分
養

 
子
と
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
御
女
と
申
す
べ
き
に
や
、
二
条
殿
の
御
局
の
御
仕
事
な

 
れ
ば
、
…
…
し
と
仰
せ
出
だ
さ
れ
た
れ
ば
、
 
 
-
 
 
 
 
 
 
（
六
二
）

の
よ
う
に
、
こ
の
形
式
が
、
「
ニ
ヤ
」
の
形
を
用
い
る
d
形
式
と
並
立
的
に
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

 
 
 
六
 
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
の
形
式

 
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
用
例
数
が

多
く
、
特
に
会
話
文
で
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
目
立
っ

た
が
、
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
に
お
い
て
は
、
は
る
か
に
用
例
数
が
少
な
く
、

そ
の
用
法
も
依
頼
・
反
語
な
ど
か
な
り
限
定
さ
れ
て
お
り
、
純
粋
な
「
問
い
」

の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

 
当
作
品
の
場
合
も
、
こ
の
形
式
は
全
9
例
と
用
例
数
が
少
な
く
、
そ
の
う
ち

5
例
は
反
語
の
用
例
で
、

㈲
か
ね
て
思
ひ
ま
う
け
に
し
こ
と
な
れ
ど
も
、
あ
へ
な
く
あ
さ
ま
し
き
心
の
内
、

 
お
ろ
か
な
ら
む
や
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
一
）

㈲
「
…
…
」
と
申
さ
れ
し
を
聞
く
に
も
、
あ
は
れ
は
す
く
な
か
ら
む
や
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
五
）

の
よ
う
に
、
「
ヤ
」
が
推
量
の
助
動
詞
「
ム
」
に
下
接
し
た
も
の
が
4
例
、
残

り
の
1
例
は
、

囮
（
女
院
）
「
天
子
に
は
父
母
な
し
と
は
申
せ
ど
も
、
十
善
の
床
を
踏
み
た
ま
ひ

 
し
も
、
卑
し
き
身
の
恩
に
ま
し
ま
さ
ず
や
」
な
ど
御
述
懐
あ
り
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
一
）
，

の
よ
う
に
、
打
消
の
助
動
詞
「
ズ
」
に
下
接
し
た
形
で
あ
る
。
ま
た
、

㈲
（
大
殿
）
「
か
か
る
老
い
の
ひ
が
み
は
お
ぼ
し
許
し
て
む
や
。
…
…
」
な
ど
、

 
御
製
に
て
申
さ
る
る
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

の
よ
う
に
、
「
テ
ム
ヤ
」
の
形
で
依
頼
表
現
と
考
え
ら
れ
る
用
例
が
1
低
み
ら
れ
、

純
粋
な
「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

㈹
御
所
、
「
一
人
な
ら
ぬ
罪
科
は
、
親
類
累
る
べ
し
や
」
と
御
尋
ね
あ
り
。
「
申

 
す
に
及
ば
ず
さ
ぶ
ら
ふ
。
六
親
と
申
し
て
、
み
な
累
り
さ
ぶ
ら
ふ
」
な
ど
面
々

 
に
申
さ
る
る
折
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

6
9
（
院
）
「
垂
直
ふ
ほ
ど
に
も
な
り
ぬ
ら
む
な
。
か
く
と
は
知
り
た
ま
ひ
た
り
や
」

 
と
仰
せ
ら
る
れ
ど
も
、
（
作
者
）
「
さ
も
は
べ
ら
ず
。
い
つ
の
便
り
に
か
」
な

 
ど
申
せ
ば
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
筆
）

な
ど
、
3
例
の
み
で
あ
る
。

 
な
お
、
文
末
の
「
ヤ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
た
h
形
式
の

用
例
が
1
混
み
ら
れ
る
が
、

國
（
左
衛
門
尉
）
「
ま
こ
と
に
立
ち
売
ま
ふ
や
億
」
と
言
へ
ば
、
（
作
者
）
「
と
ま

 
る
べ
き
生
な
ら
ず
」
と
言
ひ
し
か
ば
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

の
よ
う
に
、
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
七
 
文
末
用
法
の
「
カ
」
の
形
式

 
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
文
末
用
法
の
「
カ
」
を
使
用
す
る
形
式
の
用
例
数
は
、

文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
の
半
数
以
下
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
覚

一
本
平
家
物
語
』
で
は
、
逆
に
約
五
倍
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
用
法
に
つ
い

て
も
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
心
中
思
惟
と
会
話
文
に
お
け
る
用
例
が
ほ
ぼ
同

程
度
で
、
会
話
文
で
は
、
身
分
の
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
対
し
て
、
明
確
に
解

答
を
要
求
し
よ
う
と
す
る
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対
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し
、
『
平
家
物
語
』
で
は
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
身
分

の
上
位
者
へ
対
す
る
使
用
例
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
「
問
い
」
の
表
現
形
式
と
し
て
、

文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
に
代
わ
っ
て
一
般
化
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
た
。

 
当
作
品
の
場
合
も
、
こ
の
形
式
は
全
2
8
例
使
用
さ
れ
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」

を
使
用
す
る
形
式
よ
り
は
か
な
り
用
例
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
用
法
に

つ
い
て
み
る
と
、
過
半
数
の
1
5
例
は
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
で
、

6
3
〈
人
ま
つ
虫
の
声
も
、
袖
の
涙
に
音
を
添
ふ
る
か
〉
と
お
ぼ
え
て
、
…
…
、

 
思
ひ
つ
る
よ
り
も
も
の
あ
は
れ
な
る
心
地
し
て
、
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

岡
〈
ま
さ
に
長
き
夜
の
寝
覚
め
は
、
千
遅
出
声
の
砧
の
音
も
、
わ
が
手
枕
に
言

 
問
ふ
か
〉
と
悲
し
く
、
〈
雲
居
を
渡
る
雁
の
涙
も
、
物
思
ふ
宿
の
荻
の
上
葉

 
を
尋
ね
け
る
か
〉
と
事
た
れ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
三
）

㈲
〈
し
ば
し
か
や
う
の
寺
に
も
住
ま
ひ
ぬ
べ
き
か
〉
と
思
へ
ど
も
、
心
の
ど
か

 
に
学
問
な
ど
し
て
あ
り
ぬ
べ
き
身
の
思
ひ
と
も
、
我
な
が
ら
お
ぼ
え
ね
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

66
苴
a
の
下
ま
で
潮
さ
し
上
り
て
、
空
に
澄
む
月
の
影
、
〈
ま
た
水
の
底
に
も

 
宿
る
か
〉
と
疑
は
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
五
）

の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、

働
あ
や
し
の
者
の
腹
に
宿
る
人
も
多
か
り
。
そ
れ
も
、
叔
母
は
、
祖
母
は
と
て
、

 
捧
げ
お
く
べ
き
か
。
 
 
 
 
 
 
 
 
-
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

の
よ
う
に
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
も
1
例
み
ら
れ
る
。
残
り
の
1
2
例
中
1
1
例

は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、
そ
の
う
ち
2
例
は
、

63
ﾊ
々
に
、
「
兵
部
卿
う
つ
つ
な
し
。
老
い
の
ひ
が
み
か
。
あ
が
子
が
し
や
う
、

 
や
さ
し
く
」
な
ど
申
し
て
過
ぎ
ぬ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
二
）

『
と
は
ず
が
た
り
』
の
疑
問
表
現
（
下
）
 
一
要
判
定
疑
問
表
現
の
場
合

の
よ
う
に
、
「
疑
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
9
例
は
，
い
ず
れ
も
、

6
9
こ
の
衣
を
着
た
れ
ば
、
大
納
言
、
「
な
べ
て
な
ら
ず
色
も
匂
ひ
も
活
ゆ
る
は
、

 
御
所
よ
り
賜
は
り
た
る
か
」
と
言
ふ
も
、
胸
騒
が
し
く
お
ぼ
え
な
が
ら
、
「
常

 
盤
井
の
准
后
よ
り
」
と
そ
、
つ
れ
な
く
答
へ
は
べ
り
し
。
 
 
 
（
巻
こ

㈹
（
院
）
「
と
は
何
事
ぞ
。
わ
が
御
身
の
訴
訟
に
て
蹟
は
せ
ら
れ
て
、
ま
た
御
所

 
に
御
贈
ひ
あ
る
べ
き
か
」
と
仰
せ
あ
る
に
、
（
公
卿
達
）
「
上
と
し
て
餐
あ
り

 
と
仰
せ
あ
れ
ば
、
下
と
し
て
ま
た
申
す
も
、
い
は
れ
な
き
に
あ
ら
ず
」
と
さ

 
ま
ざ
ま
申
し
て
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
町
）

㈹
（
作
者
）
「
近
く
は
べ
る
か
」
と
言
へ
ば
、
（
修
行
者
ど
も
ハ
）
津
島
の
渡
り

 
と
い
ふ
渡
り
を
し
て
参
る
よ
し
申
せ
ば
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
四
）

國
（
作
者
）
「
誰
が
渡
ら
せ
た
ま
ふ
ぞ
。
…
…
。
あ
の
徐
人
な
ど
が
こ
と
か
」
と

 
言
へ
ば
、
（
召
次
）
「
さ
も
さ
ぶ
ら
は
ず
。
…
…
」
と
言
ふ
。
 
 
 
（
巻
四
）

の
よ
う
に
、
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
1
憾
み
ら

れ
る
手
紙
文
に
お
け
る
用
例
も
、

6
3
（
作
者
）
「
さ
て
も
、
年
を
さ
へ
隔
て
た
ま
ふ
べ
き
か
」
と
申
し
た
れ
ば
、
（
前

 
斎
宮
）
「
げ
に
」
と
て
文
あ
り
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
こ

の
よ
う
に
、
「
問
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ
、
身
分
の
上
位
者
へ
対
す
る
も
の

で
あ
る
。

 
な
お
、
文
末
の
「
カ
」
に
、
さ
ら
に
助
詞
「
ハ
」
の
下
接
し
た
依
形
式
の

用
例
が
6
例
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
1
例
が
「
疑
い
」
の
表
現
と
考
え
ら
れ

る
以
外
は
、

㈹
善
勝
寺
ぞ
、
「
さ
て
し
も
あ
る
べ
き
か
は
。
医
師
は
い
か
が
申
す
」
な
ど
申

 
し
て
、
た
び
た
び
ま
う
で
来
た
れ
ど
も
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
一
）

飼
何
と
な
く
捨
て
果
て
に
し
住
み
か
な
が
ら
も
、
〈
ま
た
と
思
ふ
べ
き
世
の
な
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ら
ひ
か
は
〉
と
思
ふ
よ
り
、
袖
の
涙
も
今
さ
ら
、

の
よ
う
に
、
反
語
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
巻
四
）

 
 
 
八
 
お
わ
り
に

 
以
上
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
『
覚

一
本
 
平
家
物
語
』
の
場
合
と
比
較
し
な
が
ら
概
観
し
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴

は
、
何
と
言
っ
て
も
「
ニ
ヤ
」
の
形
を
使
用
す
る
d
形
式
の
多
用
で
あ
ろ
う
。

当
作
品
に
お
け
る
要
判
定
疑
問
表
現
全
体
の
約
半
数
を
こ
の
形
式
が
占
め
て
お

り
、
地
の
文
に
お
い
て
挿
入
句
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
、
特
に
全
巻

を
通
じ
て
日
次
が
一
貫
し
て
こ
の
形
式
で
示
さ
れ
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
の
文
に
お
け
る
、
こ
の
d
形
式
の
多
用
が
、
当

作
品
に
お
け
る
一
種
の
文
体
的
特
徴
を
作
り
出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
こ
の
「
ニ
ヤ
」
の
形
は
、
中
古
和
文
に
特
徴
的
な
表
現
形
式
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
当
作
品
に
お
け
る
こ
の
形
式
の
多
用
は
、
当
作
品
が
中
古
和
文
の

伝
統
を
受
継
い
で
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

 
し
か
し
、
当
作
品
に
は
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
の
省
略
さ
れ
て
い
な
い
¢
形
式
の

用
例
数
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
用
例
㈱
の
よ
う
に
、
複
合
辞
「
ナ
レ

ド
モ
」
が
「
ニ
ヤ
」
に
直
接
し
て
い
る
用
例
も
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

来
「
ニ
ヤ
」
以
下
に
省
略
が
あ
る
と
い
う
意
識
が
薄
れ
、
「
ニ
ヤ
」
で
完
結
し

た
形
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
当
作
品
で
は
、
要
説
明
疑
問
表
現
の
場
合
も
、
「
ニ
カ
」
以
下
の
省
略
さ

れ
て
い
な
い
形
は
極
端
に
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
『
覚
一
本
 
平
家
物
語
』
に

お
い
て
も
、
「
ニ
ヤ
」
以
下
の
省
略
さ
れ
た
d
形
式
は
か
な
り
み
ら
れ
た
が
、

省
略
さ
れ
て
い
な
い
。
形
式
は
極
端
に
少
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
用
例
團
の

よ
う
に
、
本
来
、
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
に
接
続
し
な
い
は
ず
の
、
助
動
詞

「
ジ
」
に
「
ニ
ャ
」
が
下
訳
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
い
ず
れ
に
し
て

も
「
ニ
カ
」
「
ニ
ヤ
」
の
形
の
性
質
が
、
中
古
の
場
合
と
は
変
質
し
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
一
方
、
当
作
品
の
要
判
定
疑
問
表
現
に
み
ら
れ
る
、
中
世
的
特
徴
と
考
え
ら

れ
る
性
格
と
し
て
、
次
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

①
文
中
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
に
お
け
る
反
語
表
現
の
場
合
、
用
例

 
②
の
よ
う
に
、
「
ヤ
」
の
係
る
述
語
文
節
で
文
の
完
結
し
な
い
用
例
が
み
ら

 
れ
る
。

②
「
 
 
 
ニ
ヤ
。
」
の
形
式
と
な
ら
ん
で
、
中
世
に
な
っ
て
新
た
に
生
ま
れ

 
た
「
 
 
 
ヤ
ラ
ム
。
」
の
形
式
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

③
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
全
体
に
用
例
数
が
少
な
く
、
反

 
語
・
依
頼
な
ど
に
用
法
が
片
寄
り
、
純
粋
な
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
の
用

 
例
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

④
文
末
用
法
の
「
カ
」
を
使
用
す
る
形
式
は
、
文
末
用
法
の
「
ヤ
」
を
使
用
す

 
る
形
式
よ
り
も
か
な
り
用
例
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

 
こ
の
う
ち
、
②
～
④
に
つ
い
て
は
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
と
共
通
で
、
①

も
要
説
明
疑
問
表
現
の
場
合
に
は
同
様
の
現
象
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
④
の
文

末
用
法
の
「
カ
」
を
使
用
す
る
形
式
に
つ
い
て
は
、
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て

は
会
話
文
で
の
「
問
い
」
の
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
の
に
対
し
、
当
作
品
の
場

合
、
要
判
定
疑
問
表
現
全
体
を
通
し
て
「
問
い
」
の
用
例
は
少
な
く
、
こ
の
形

式
の
場
合
も
心
中
思
惟
に
お
け
る
用
例
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

（174）



 
 
 
注

ω
拙
稿
「
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
疑
問
表
現
（
上
）
一
要
説
明
疑
問
表
現
の

 
場
合
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
3
2
号
〈
一
九
九
七
年
〉
）

②
拙
稿
「
『
平
家
物
語
』
の
要
判
定
疑
問
表
現
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
2
9
号
念

 
九
九
三
年
〉
）

㈹
や
は
り
、
本
来
、
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
に
上
接
し
な
い
は
ず
の
、
過
去

 
推
量
の
助
動
詞
「
ケ
ム
」
に
「
ニ
カ
」
の
形
が
下
接
し
て
い
る
次
の
例
が
『
源

 
氏
物
語
』
に
み
ら
れ
た
。

 
 
（
僧
都
）
「
…
…
。
（
浮
舟
ハ
）
い
か
な
る
あ
や
ま
ち
に
て
、
か
く
ま
で
は
ふ

 
 
れ
た
ま
ひ
け
む
に
か
」
と
（
薫
二
）
問
ひ
申
し
た
ま
へ
ば
、
 
（
夢
浮
橋
）

 
 
（
拙
稿
「
中
古
和
文
の
要
説
明
疑
問
表
現
1
『
源
氏
物
語
』
を
資
料
と

 
し
て
l
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
2
6
号
〈
一
九
九
〇
年
〉
）
）

（175）

『
と
は
ず
が
た
り
』
の
疑
問
表
現
（
下
）
 
-
要
判
定
疑
問
表
現
の
場
合
1


